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県立高等学校教職員人事について

県立高等学校教職員人事について、別紙のとおり報告します。
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教育相談員（任期付職員）の採用について

高 等 学 校 課

１ 経 緯

○県立高等学校において生徒へのカウンセリング等を行う、臨床心理士資格を有する教育相談

員（３年間の任期付職員）を２名（東部・中部地区）配置するため、平成18年12月から平成

19年１月まで公募

→志願者なし

○任用要件を緩和（年齢50歳未満→58歳未満）し、再公募

→２名の志願があり（うち１名は辞退 、平成19年６月１日付けで採用し、中部地区に配置）

○未配置となっている１名を採用するため、任用要件を緩和（カウンセリング経験不問）し、

公募。併せて、県内に臨床心理士資格を有する者が不足しているため、近畿・中国地方の財

団法人日本臨床心理士資格認定協会指定大学院を訪問し、周知

→１名の志願があり、平成19年８月18日（土）に選考試験を行い、平成19年10月１日付けで

採用し、東部地区に配置

２ 配置状況

○平成19年度当初より非常勤スクールカウンセラー(国庫1/2)10名に加え、教育相談員２名体

制で全県立高等学校におけるカウンセリング体制を予定

○未配置となっていた教育相談員の給与費の一部を流用し、年度当初から単県費で非常勤スク

ールカウンセラー（３名）を増配置し、カウンセリング体制を充実

○今回の教育相談員の採用により、県立高等学校24校中米子西、米子工業を除く22校において

教育相談員又はスクールカウンセラーによるカウンセリング体制を整備

教育相談員 東部 鳥取東、鳥取西、鳥取商業、鳥取湖陵、青谷 ５校

（任期付常勤） 中部 倉吉東、倉吉西、倉吉農業、倉吉総合産業、米子南 ５校

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 鳥取工業、鳥取緑風、岩美、八頭、智頭農林、鳥取中央育英
12校

（非常勤） 米子東、米子、米子白鳳(２名)、境、境港総合技術、日野

３ 今後の方向

不登校など悩みを抱える生徒は増加する状況…

来年度に向けて、教育相談員を１名増要求（西部地区配置）し、

全校でのカウンセリング体制の整備、充実を図る

○県内には臨床心理士資格を有する者が不足しているため、引き続き臨床心理士会、財団法人

日本臨床心理士資格認定協会指定大学院等への周知

○教育相談員配置による効果を検証し、任期の検討
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